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第４次大分市国際化推進計画 第 3回策定委員会概要 

 

項 目 内 容 

開催日時 令和２年１２月２２日（火）１０：００～ 

会 場 大分市役所８階 大会議室 

出 席 者 

（委員会） 

下田委員長、疇谷副委員長、井本委員、太神委員、佐野委員、 

辛委員、ジェンバ委員、馬場委員、原委員、伊藤委員、永松委員、 

佐藤委員 

次 第 議 事 

１ 第 4 次計画の素案について 

 ２ 計画の推進体制、パブリックコメントについて 

 ３ 今後のスケジュールについて 

 ４ その他 

 

【概 要】 

第 3回策定委員会 

開 会 

  １．委員長あいさつ 

  ▽本日も皆さんの忌憚のないご意見をよろしくお願いします。 

 

  議事１  

第 4次計画の素案について 

 

  議事２  

計画の推進体制、パブリックコメントについて 

 

  議事３ 

今後のスケジュールについて 

 

  議事４ 

その他について 
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議事１：第 4次計画の素案について 

■事務局より説明 

    ・基本理念、施策、数値目標について 

    ・第 4次大分市国際化推進計画（素案）について 

    【推進テーマ：国際交流・国際協力】 

      施策 1 グローバル人材の育成 

          （数値目標：外国人と直接触れ合える事業に参加した子供の数：43,000 人（2024 年度）） 

      施策 2 国内外から人々を惹きつける魅力あふれるまちづくり 

          （数値目標：外国人観光客宿泊者数：82,000 人（2024 年度）） 

      施策 3 産業の活性化につながる国際ビジネスの推進 

          （数値目標：海外展開支援件数：200 件（2020～2024 年度の累積）） 

      施策 4 持続可能な世界の実現のための国際協力・国際貢献の推進 

          （数値目標：国際関係団体や市民への国際協力事業サポート件数：35 件（2021～2024 年度期間の平均）） 

    【推進テーマ：多文化共生】 

      施策 5 人権尊重を基調とした多文化理解の促進 

          （数値目標：国際化・多文化共生イベントへの参加者数：38,000 人（2020～2024 年度期間の平均）） 

      施策 6 あらゆる国籍の人々が力を最大限発揮し共に支える地域づくり 

          （数値目標：外国籍を有する市民への生活オリエンテーション等を通じたサポート人数：200 人 

（2021～2024 年度期間の平均）） 

 

■質疑応答 

委員 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「施策 6：あらゆる国籍の人々が力を最大限発揮し支える地

域づくり」について、数値目標と施策の内容とが一致しな

いと思う。「海外の人が暮らしやすいようにする」というこ

とであれば、どちらかというと「施策 5：人権尊重を基調と

した多文化理解の促進」に当てはまるのではないか。 

「施策 6」を実現するためには、例えば、外国人インフルエ

ンサーのような形で、大分市民の外国人に情報発信をして

もらうとか、自分の出身国に今の大分の流行を発信すると

かはどうか。 

日本人が市内の外国人に対して情報発信しても、それが外

国人の興味関心に当たるものとなるかはわからないので、

海外の考え方を持つ人が、ほかの海外の考え方を持つ人向

けに情報発信するとよいのではないかと思う。 

そこで施策６の目標を「大分市に住む外国人が情報発信を

した数」としてはどうか。施策２にも絡んできそうだが。 
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事務局 

 

 

 

 

 

 

委員 

 

 

 

 

 

 

 

委員 

 

 

 

 

委員 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

推進テーマ「多文化共生」の施策については、施策 5 を市

民の多文化理解により多文化共生の土壌を作っていくこ

と、施策 6 を多様な主体がそれぞれ持てる力を発揮できる

地域づくりをしていくため、それぞれが地域づくりに参加

してもらうために、まずは参加の壁となるものをなくして

いこう、という考え方で設定しているものである。 

 

「外国籍を有する市民へのサポート件数」というところが、

施策と一致しないのではないか。 

サポートをすることは、施策 5 でいわれている、日本人や

外国人がお互いに多文化理解をすることで達成できるので

はないかと思うが。 

外国人の力を発揮するのであれば、日本に住む外国人のサ

ポートの件数という目標数値が一致するように見えない。 

 

「施策 6」に関しては、例えば大分市に住む外国人が、

Facebook などを使って労働者のマッチングをしたりするよ

うなことで、地域の継続的な発展につながるし、そうする

と 2024 年までの目標は達成できると思う。 

 

推進テーマにある「外国にルーツを持つ人々も暮らしやす

いまちづくり」というのを、施策 5 と 6 の 2 つに分けた基

本施策がそれぞれある中で、施策 6 に関してはどちらかと

いうと、外国籍の方も暮らしやすい社会を作るために、外

国籍の方から意見反映ができたり、外国の人たちが直接関

与できるような、例えばボランティアのような仕組み作り

であったり、何か外国籍の方からの発信を吸い上げたりす

る仕組みが当たると思う。 

それに対して数値目標が、例えばゴミ出しの仕方を教えま

すというようなオリエンテーションのようなものであれ

ば、矢印の向きが逆じゃないかというのが委員のご指摘だ

と思う。 

この施策 6 の数値目標は、大目標の推進テーマには当ては

まるのだと思うが、ブレイクダウンした施策 6 にはつなが

っていないと思うので、何らか、例えばこういうような場

で、外国籍の市民から発信する、意見を反映するようなも

のを数値目標にした方が良いのではないかと思った。 
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委員 

 

 

 

 

委員 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

委員 

 

 

 

 

 

 

 

副委員長 

 

 

 

 

 

 

 

施策 6 は、数値目標を大事にするのであれば、施策のタイ

トルを変えて、施策と目標が一致するようにした方がよい。 

基本施策をそのままにするのであれば、目標と数値目標を

変える方がよいと思う。 

 

施策 6 については、確かにわかりにくいと思うが、事務局

で議論した時に、どういう風な考え方をすればこの施策が

成功するのかという部分をだいぶ考えた。 

推進テーマ多文化共生に関して、施策 5 については「個々

の内面における多文化理解」ととらえて、施策 6 について

は「社会的な組み立てや社会の中のルールを皆さんで共有

して、その中でそのルールが障壁になってうまく動けない

ということがないように、暮らしやすいまちをつくる」、と

いうニュアンスで整理をするという説明であれば、新たに

市に来られた方への生活オリエンテーションも必要だとい

うことで数値目標に設定したところである。 

事務局で議論する中でだいぶ苦労したところではあるが、

施策 6 は、大分市や日本が持っているルールを皆さんが抵

抗なく受け入れられる、それが共通のルールとして、外国

にルーツを持つ方々にも障壁とならないように、という形

にまとめられればということでこのような表現としている

ところである。 

 

社会的な組み立てや社会の中のルールを障壁にならないよ

うに理解する、ということであれば、施策 5 の多文化理解

の所にもかかってくるのではないかと思うが、「社会的なル

ールを守るように」というところを取り上げるのであれば、

施策 6のタイトルを変えたほうが良いのでは。 

「あらゆる国籍の人々が力を発揮できる」と「社会的なル

ールに従う」というのは、見え方としてずれていると思う。 

 

施策 6 の「あらゆる国籍の人々が最大限力を発揮し共に支

える地域づくり」というのは、とても重い言葉だと思う。 

外国の人を受け入れるために、地域が変わらなければなら

なくて、「これだけ環境をセットアップしているから頑張っ

て」ではなくて、「いろいろな国籍の方が来たときに、言語

や習慣や、いろいろなことが不自由無い中で生きていくた

めにはどうすればいいのか」というテーマに読める。 
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副委員長 

 

 

 

 

委員 

 

 

 

 

 

 

 

 

委員 

 

 

 

 

 

 

 

委員長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

事務局 

 

委員長 

 

 

だから、「外国籍を有する市民へサポートをしている」とい

う目標はとても大事なことだと思う。例えば、様々な機関

などが言語フリーになるとか、それぞれができる言語で情

報発信するとか、その辺ではないかと思う。 

 

留学生をサポートしているところでは、生活のサポートな

のか、活躍のサポートなのか、という切り分け方をしてい

るが、ここの施策 6 の数値目標「生活オリエンテーション

等の生活のサポート」と記載されているのは、「生活面だけ

のサポート」と受け止められそう。そうではなくて、「活躍

すること」も相談にのっている、その件数と受け止められ

る表現であったり、両方のサポートが計れる数値目標であ

ればよいのではないか。 

 

皆さんの考えを聴く中で、ポイントは、数値目標が「サポ

ートをする人数」ということであれば、施策の中で、あら

ゆる国籍の人々が力を「最大限発揮して」というところが

皆さん引っかかっているのではないかと思う。 

「サポート人数」を目標にするのであれば、例えば「あら

ゆる国籍の人々と一緒になって支える地域づくり」といっ

た表現になると、方向性もわかりやすくなるのではないか。 

 

これについてはもう少し整理が必要で、施策 5 が個人の内

面における理解の問題、そして、多文化理解に留まるのか、

それをもう一歩踏み出して、社会活動としてどう地域づく

りを進めていくかというところで、一歩踏み出す政策とし

て施策 6 にされている、そういった考えの中、数値目標と

してなかなか良いのが出てこないという中でこのような形

になっていると理解している。 

つまり、委員の指摘のように、この数値目標「サポート人

数平均 200 人」が重要なのではなくて、この「施策 6 を実

施したい」というのが事務局の考えだと思う。そういう理

解でよいか。 

 

そういう考え方です。 

 

そうであれば、この施策 6 の数値目標がつながっていない

という指摘なので、目標を変更することが必要だと思う。 
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委員長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

委員 

 

 

 

事務局 

 

 

 

委員 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

サポートをすることは重要だが、「何人サポートした」とい

う目標よりは、先ほどあった外国籍の方による SNS による

発信や、異文化に関わる情報発信をどれくらいしたのか、

発信しフォローされているのか、等についてもよいが、こ

の施策 6 を推進する中で何が動いていくか、つまり、数値

目標があってその数値目標は、達成されればその施策が達

成できたとなるのか、施策を動かす中でどういう数値が高

まっていくのだろうかという、そういう指標を見つけ出し

た方がよいのではないか。 

つまり、そういったところが動き出したら、ユニバーサル

デザインではないが、いろいろな取組に対してどれくらい

の多文化の人々が協働してその事業が推進されていくか、

といったところをピックアップして数えるというのもある

と思う。 

 

推進テーマ：国際交流・国際協力について、数値目標が基

本的に大分市総合計画の目標値を揃えられているようだ

が、そうしなければならないということなのか。 

 

揃えなければならないということではないが、政策の整合

性や、施策の実現を目指すときの目標として方向性があっ

ておりわかりやすいため、数値目標としているものである。 

 

施策 2 の「国内外から人々を惹きつける魅力あふれるまち

づくり」について、国内外に大分市の良さを発信して、さ

らに国内外の人と交わることでまちの活性化につながって

いく、という考え方で見たときに、ひいては外国人観光客

の宿泊者数につながる、という考え方で数値目標を設定し

ているかと思うが、今回の計画をコロナ禍の中といったと

ころでも見ると、この総合計画を策定した時にはコロナの

影響は全く考えられていなかったわけで、そうした時に、

この総合計画の数値目標と合わせるというのはどうなのか

という思いがある。 

この 4 次計画は、その上位計画の総合計画にある最終目標

達成のための詳細計画といえるため、そうであるならば、

この最終目標達成のための、ある程度道筋的な目標値を設

定してもいいのではないか。 
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委員 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

委員 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

また、施策 2 の将来像については「本市の魅力を国内外に

発信し、まちの活性化に繋げる」としているが、情報を国

内外に発信するということが大事なのであって、大分市に

住む外国にルーツを持つ方々から情報を発信してもらうと

いった話もあったが、そういうところを一つ目標に入れて

もいいのではないかと思う。目標を複数にしてもよいので

はないかと思う。そうすることで、多文化共生の所にもつ

ながっていくことになるのではないかと思う。 

そこで、何らかの「発信数」というようなところが一つの

目標になってもいいのではないかと思う。 

また、施策 4「持続可能な世界のための国際協力・国際貢献

の推進」については、将来像について、国際協力・国際貢

献活動に取り組むと、当然持続可能な世界平和につながり、

ひいては地域の発展につながる、としているが、文章がか

なり一足飛びに見えるので、実際のプロセスとしては、国

際協力への取組が、まず本市の魅力の発信というところに

繋がり、さらにそこからさまざまなところで発展につなが

っていくことで、ひいては地域の発展につながっていくと

いう、というところになるのかなと思うので、そういった

表記をするのがいいと思う。 

そういったプロセスを見せることで、この計画がわかりや

すいものになるのではないかと思う。 

また、今回の計画は、新型コロナウイルス感染症について

は少し考えてやらなければならないということがあるとい

う中、2024 年までの目標として現時点ではまだ完全な収束

が見えていない中で、新型コロナウイルスを見越した内容

というのをある程度この計画の中に入れた方がいいのでは

ないか。 

 

計画策定における新型コロナウイルスの考え方について

は、大分市の他の計画でも同じ考え方であるが、大分市の

基本姿勢としては、新型コロナウイルスによって世の中の

在り方がまったく変わってしまい、これまでの世の中とは

全く変わってしまうという前提ではなくて、いずれコロナ

を制圧して元の世界に戻るという姿勢を持ちながら、様々

な政策に取り組んでいく、というスタンスである。 

大きな計画のなかでは、コロナというのは一時的な非常事

態だというとらえ方で、将来的な大きな方針を変えるとい

うことはしない、という考え方で各種計画を策定している。 
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委員 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

委員 

 

 

 

 

 

 

副委員長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

委員長 

 

 

 

 

 

 

 

4、5 年といった短い期間での計画となると、影響はどうし

ても避けられないのだが、計画の整合性上、計画そのもの

を全く別の方向に持っていくということはできないという

制約があるので、各計画には「特別な要素」として新型コ

ロナウイルスに関することを盛り込んでいく、ということ

にしている。 

その中で、本計画においてどのように対応していくかとい

うのは非常に難しいが、新型コロナウイルスの影響が今後

どのように出てくるのかというのが、現時点では全く見え

ないので、数値目標に盛り込んでいくというのは実情とし

て難しいと考える。現状として、大分市の各種計画の中で

も、新型コロナウイルス影響を数値として反映させるとい

ったことは行っていないところである。 

 

新型コロナウイルスの影響を数値目標に反映することは難

しいが、むしろそういった状況にあるということと、新型

コロナウイルスによってＩＣＴ化が進むといった良い影響

もあったという中で、例えば国際交流などにおいてもＩＣ

Ｔ化のようなことも考え、負の面だけでない、というとこ

ろも落とし込んでいければと思う。 

 

新型コロナウイルス感染拡大後のことを考えたときに、Ｉ

ＣＴのことについてもそうだが、国でデジタル庁の創設が

検討されていること自体、既に環境が変わっていくという

ことだと思う。 

特にある一定の年齢から若い世代については、おそらく新

型コロナウイルス感染拡大後の生活習慣は変わってしまっ

ているので、その結果発達した技術などについてももう少

し盛り込んで、未来志向の計画にした方がいいのではない

かという意見だと思う。 

 

新型コロナウイルス感染拡大後については、これまでの生

活が元には戻らないという考えはそうだと思う。 

ただ、この考え方で計画を作っていくとなると、大幅な書

き換えとなり、総合計画との整合性が取れなくなるので、

この考えの中で今後 4 年の計画をどう進めていくかという

ことにとどめておくのが良いと思う。 
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委員長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

委員 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

委員 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

コロナ禍において先が見えない中、この方向性のもとで数

値目標を設定して、努力をしていったが、最終的に達成で

きなかったと整理することも、この特別な状況においては

悪くはないのではないかとも思う。努力目標として推進し

ていくという方向性で。 

もちろん、実際に目標を達成しようとしたときに、サイバ

ー空間上で様々な活動や連携を実施するということで交流

の実績数値ともなるので、ＩＣＴ技術も含めて、これまで

になかった手段も使って目標の実現に向っていくというこ

とが必要だと思う。現地に行ったり来たりする必要がない

ので、交流の人数としてはかなり多くの数の人数が達成し

ていくというようになることもあるかもしれない。 

 

施策 2 の数値目標として、2024 年度での外国人観光客数を

設定しているが、コロナ禍において来年や再来年はどうす

るのかといったところが見えてこないのかなと思う。計画

の最終年だけに目標を置いておけばいいのかというとそう

じゃないと思うので、確かに最終的にそこを目指していく

というのはそうなのだが、できないときにどういった対応

をとるのかといったところを、何か示すことができたらよ

いのではないかと思う。 

県の委託事業で、現在諸外国との行き来ができない中で、

留学生により大分の魅力を SNSで発信する事業をしている。

すでに多くの留学生の母国に向けて魅力を発信できている

が、そういう風に、観光客数を数値目標とできない年は、

できない中でどういうことをするかということも目標数値

に取り入れていければいいのではないかと思う。 

 

総合計画との関係としては、国際化推進計画のなかに、総

合計画及び大分市観光戦略プランでも示されている外国人

観光客宿泊数などといったものもある中、新型コロナウイ

ルスの影響が総合計画の中には記載されていないからと言

って、国際化推進計画の中ではコロナ禍を考慮してこの外

国人観光客宿泊者数の目標数値を下げる、ということもで

きない。 

観光戦略プランとしても年次で成果を追っていく中で、年

次の活動を行った中で結果を踏まえ、ＰＤＣＡサイクルを

進めていく、といったスタンスをとっている。 
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施策 3 として挙げられている国際ビジネスの推進の数値目

標「海外展開支援件数」についても、確かにコロナの影響

はある中、同じように進めているところである。 

国際化推進計画の素案にも、新型コロナウイルスの状況に

関しても記載されているところでもあるので、コロナ禍の

影響を全く取り入れていないということも言えないのでは

ないかと思うし、市としても方向性の価値観みたいなもの

を変えない方向で進めていこう、というのが今の位置付け

となっている、というところである。 

 

本計画と並行して策定しているものでは、計画の中におい

て新型コロナウイルスに対する考え方として、通常の取組

にプラスして特別な取組として、コロナ対策について別の

章で作っている。コロナ禍の影響下にあってはこれまでの

ことができないので、その部分における活動について別に

記載している。新型コロナウイルスの影響がどのくらいに

なるのかというのが見えないのと、その影響が全体にどう

影響を与えていくのかというのが見えないので、計画とし

ては全体に反映させるのは難しいということで、別途記載

をしているところである。 

国際化推進計画の中でも、「通常の部分と異なる取組み」と

いう形で整理させていただけたらと思う。 

 

施策 1 のグローバル人材の育成について、外国人と直接触

れ合うという目標と、外国人と直接触れ合える事業に参加

した子供という数値目標としているが、コロナ禍も踏まえ

業務の推進に当たって不確定要素が非常に多い中、「直接」

とすると数値目標の達成が危ぶまれるのかなと思われる。 

そこで、目標や数値目標についても「外国人とコミュニケ

ーションをとる」という形にすると、オンライン交流につ

いても推進の対象となってくるかと思う。 

 

グローバル人材の育成というところでは、実際にグローバ

ル人材を育成するためには、短時間外国人と触れ合っただ

けではなかなか難しいという中で、そのきっかけを作ると

いうところになろうかと思うが、大分市の子どもの数と比

較してこの数値目標はかなりの割合になっているとも思

う。 
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ここの数値目標は見直した方がよいのではないかと思う

し、先ほどから出ているオンラインによる交流といったと

ころも当てはまるようになると、グローバル人材の育成と

いう観点からもつながっていくのではないかと思う。 

 

大分市の学校教育の分野では、ＡＬＴがネイティブな英語

を補助するというだけではなく、国際理解教育を踏まえて

実施しているところであり、教育委員会としては、このＡ

ＬＴの活動は人材の育成という観点からは合っている。し

かし、現在の小中学生の数は約 38,000人であり、その中で

事務局がこの数値目標についてはどう考えるかというとこ

ろだと思う。 

 

施策 1 の目標数値については、コロナ禍がいつまで続くか

わからない中、バーチャル上での活動も踏まえて考えた方

がよいと思う。 

施策 2 の数値目標についても、大分市に宿泊に来られなく

ても、外国人がバーチャル上で大分市の文化などに触れる、

ということも踏まえれば良いのではないかと思う 

ただ、前計画の数値目標とその達成状況を踏まえて、第 3

次計画で達成していない部分については第 4 次計画の目標

として取り入れてほしいという思いがあり、そのうえで第 4

次計画に目標を持ち越すときには、数値についてはきちん

と考えた方がいい。 

 

各委員のご意見は尊重したいと思うが、この各施策の目標

数値は総合計画の数値であり、個別計画に総合計画と違う

数値を変更して入れるわけにはいかない中で、私の提案と

しては、本計画では、総合計画と合わない部分については

総合計画の数値を使わずに、別の数値を目標とすることで

総合計画と同じ方向を向いて動いていこうとするようにす

る。 

例えば、施先 1 のグローバル人材の育成であれば、バーチ

ャル空間も活用して、特に中学生までをターゲットとした、

外国人と触れ合うことだけに特化したわけではなく様々な

アプローチによる人材育成、ということにするとか、そう

いった視点による数値目標でもいいのかなと思う。 
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この考え方としては施策 2 以下も同じで、例えば施策 2 で

は、外国人観光客の宿泊者数は難しいというのであれば、

それに代わる魅力としてＳＮＳを活用したこととか、ある

いは姉妹都市をはじめとした相手方との定期的な交流を、

生徒、学生たちや事業者などもそれぞれがやれるような仕

組みや実績みたいなことを順次入れていってはどうか。そ

れをビジネス交流などにも広げていく、といった方向性に

も持っていけるのではないかと思う。 

そうしたものを、各施策に順次入れていったらいいのでは

ないかと思う。 

そういった中で、目標数値をどうやったら取り込んでいけ

るのかといった方法論についてもなかなか難しいとは思

う。 

以上について、この策定委員会の時間内で考えていくこと

は難しいと思う。また、それぞれの委員にも考えていると

ことがあると思うので、委員会後にご意見シートを提出し

ていただきたい。12 月 28日（月）までを意見調整期間とす

るので、各委員は検討してください。 

それを踏まえて整理、精査をしていくので、委員長、副委

員長と事務局にご一任いただければ、各委員にはその結果

を報告していくということにしたいが、よろしいですか。 

（一同、異議なし。） 

素案の内容自体や、3次計画の総括、コロナ禍も踏まえそれ

が第 4 次計画の素案にどのように反映されているかという

チェックなども併せて行いたいと思うので、その辺も踏ま

えて整理をしていきたいので、各委員はよろしくお願いし

ます。 

 

基本理念について、事務局案として「①世界にチャレンジ

する グローバル都市“ＯＩＴＡ”」「②みんなのふるさと 

グローバル都市“ＯＩＴＡ”」の二案が提示されているが、

各委員のご意見を伺いたい。 

 

①「世界にチャレンジする」とすると、これまでも世界に

チャレンジし続けているというところが見えないので、「チ

ャレンジし続ける」「挑戦し続ける」とした方が、もっとグ

ローバルな感じを抱かせるので良いと思うが、②の方が多

文化共生の面で考えると良いのではないかと思う。 
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①の方が良いと思うが、今までもそうだったし今でもやっ

ているという中では、「し続ける」という表現にした方がよ

いと思う。 

②の「ふるさと」と言ってしまうと、「大分で育って出てい

った後の故郷」という印象が強くて、いまはまだ多文化共

生や産業の活性化へのチャレンジをしていこうとしている

ところで、「ふるさと」というのは第 5 次、6 次計画か、も

うちょっと後になってからでもいいのではないかと思っ

た。 

 

①の方がしっくりくると思う。また、「チャレンジし続ける」

の方が違和感なく入ってくる感じがするし、②としたとき

に、これから 4年間の計画の中で、4年後に「ふるさと」に

なっているかとなると、違和感があるところでもある。ま

た、「みんなの」というのも若干抽象的であるかと思う。 

 

イメージでは、①は能動的、②は若干受動的な感じはする。 

そうすると、多文化共生社会の実現は当然めざすが、その

ためには世界にいつも広がっていなければならないという

ことでもあり、「絶えず打って出る」という意味で、「世界

にチャレンジし続ける」「不断のチャレンジ」といった形の

文言の方が、市政としてアクティブでよいと思う。 

多文化共生に関してもいろいろと課題がある中で、大分市

としてもいろいろなことにチャレンジしていかなければな

らない、という意義づけにもなると思う。 

ということで、「世界にチャレンジし続ける グローバル都

市“ＯＩＴＡ”」という形で本委員会としてとりまとめるが、

ご意見等あれば 12 月 28 日までに提出としている「ご意見

シート」にてご提案いただければと思う。 
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  議事２：計画の推進体制、パブリックコメントについて 

 ■事務局より説明 

    ・計画の推進体制について 

・パブリックコメントについて 

 

■質疑応答 

 

 

特になし 

 

 

議事３ 

今後のスケジュールについて 

 ■事務局より説明 

    令和３年１月１８日～２月１９日 パブリックコメント実施 

    令和３年 ３月 第 4 次計画決定・市長へ報告 

         大分市議会令和 3年第 1回定例会総務常任委員会 報告 

 

■質疑応答 

 

 

特になし 

 

 

議事４ 

その他 

■全体を通して 

 特になし 

 

委員長 

 

委員の皆様におかれましては、本日はご議論いただきあり

がとうございました。 

今後ともよろしくお願いします。 

 

 

 

 閉 会 

 


